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議　事　日　程
	日程第１
	会議録署名委員の指名について

	日程第２
	会期の決定について

	日程第３
	教育長報告

	日程第４
	議案　第１号　東かがわ市教育振興審議会の設置について

	日程第５
	報告　第１号　東かがわ市内小中学校いじめアンケートの実施状況について

	日程第６
	報告　第２号　放課後英語クラブ実施アンケートの結果について

	日程第７
	報告　第３号　平成27年度1学期学校訪問を終えて


【議　事　内　容】
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　


（午後　１時２５分　開会）
■日程第１　会議録署名委員の指名について
　教育長が、本会議の会議規則第６条の規定に基づき、竹田教育長と委員の中から１名、吉田委員を指名。
■日程第２　会期の決定について

　

教育長から、本会議の会期について１日でよいか意見を求める。
<質疑>
○　委員　　　　　１日で了承。
■日程第３　教育長報告

　竹田教育長から、７月（６月２８日から７月２７日）に出席した行事等について報告。
　また、今後の予定について報告し、質疑を求める。

<質疑>
○　吉田委員　　　わくわくキャンプについて、反省等を含めて詳しく報告いただきたい。

○　生涯学習課長　昨日、終わったばかりなので、お世話いただいた方、スタッフに意見をいただき、まとめたものを次回教育委員会で報告させていただきます。絵日記等については、回覧して見ていただけると思います。
■日程第４　議案　第１号　東かがわ市教育振興審議会の設置について

　学校教育課長から、小中連携教育（一貫教育）の望ましいあり方、白鳥中学校区におけ
る連携教育（一環教育）のあり方、幼小連携教育の望ましいあり方について、資料を基に
説明。

　生涯学習課長から、市内３スポーツセンターに設置されている既存の老朽施設のあり方
について、統廃合も含めた長期的な施設整備について資料を基に説明。

<質疑>
○　山本委員　　　幼・小・中連携教育（一環教育）の審議委員について白鳥地区からだけではなく、実際に実施している引田、大内からも１名いれてはどうですか。
○　学校教育課長　　実施しているところのいい面、悪い面については、事務局で調査します。審議委員は、白鳥地区中心にはなりますが、テーマの焦点がより絞れるのではないかと思っています。
○　吉田委員　　　この会議は、公開ですか。
○　学校教育課長　規則の第７条で会議は傍聴できるということになっています。内容によって、非公開とする部分については、傍聴人は傍聴できないということで、会議を開催します。
○　教育長　　　　原則、公開ということです。

○　吉田委員　　　白鳥地区の方の関心が高いと思います。

○　教育長　　　　統廃合、再編、非常に難しい問題ですけど、この会自体でどうこうということではありません。
○　山本委員　　　社会体育施設について、実際に施設を見てまわったのですか。
○　生涯学習課長　実際に使用しているスポーツ団体の方を審議委員にと思っているので、十分施設については、わかっていると思います。必要があれば現場に出向いて行きます。

○　大久保委員　　各施設ごとで利用者の声を聞くとかはしないのですか。

○　生涯学習課長　それぞれの施設でアンケートをスポーツ財団が実施しているので、それを資料として活用していくきたいと思っています。

○　教育長　　　　他に、質疑等ないようでしたら、学校教育課、生涯学習課から一つずつ教育振興審議会をスタートさせるということでよろしいでしょうか。
（「はい」の声あり）
■日程第５　報告　第１号　東かがわ市内小中学校いじめアンケートの実施状況について
　籔根主幹から、各小中学校のいじめアンケートについての実施状況を資料を基に説明。

<質疑>
○　向山委員　　　11月にアンケートを実施している学校が多いのですが、学校の都合ではなく、子どもサイドにたった（時期）アンケートをとって欲しいと思います。
○　籔根主幹　　　はい、校長先生に連絡いたします。

○　山本委員　　　７月にいじめ報道があった中で、市内で新たにいじめが発生した場合、臨時に教育委員会として集まる必要があるのではないか。今回については、その後、市内校長会が開催されるということで、籔根主幹から指示されており、問題ないかと思います。

○　教育長　　　　いじめも学校施設も同じですけど、今回の場合はちょうど市内校長会と重なっていたので、そこで実情を聞いたりして指導をしたのですがどうでしょうか。

○　吉田委員　　　学校現場へ行く回数が以前より１回減っているのですが、現場の先生の負担にならないのであれば、私達は何度でも現場をみたいと思っています。

○　教育長　　　　委員さんが学校を訪問する機会が１学期はないので、これはやっぱり必要と考えます。２学期は、中間面談があるが１学期はまったくないので、何か考えて欲しい。
○　籔根主幹　　　事務局で考えます。

■日程第６　報告　第２号　放課後英語クラブ実施アンケートの結果について

学校教育課長から、参加希望者数、実施回数、実施時間等資料を基に説明。
<質疑>
· 山本委員　　　高学年になるにつれて、参加希望者が下がってきますね。
· 大久保委員　　やっぱり高学年になったら、塾に通っている子どももいると思いますね。

· 学校教育課長　特に塾は、高学年の児童が多く通っている、それからスポーツ少年団活

動をしている児童もおりますので、高学年が参加を希望しない子どもが

多くなっていると思います。

· 吉田委員　　　塾に行っている子どもの中で英語を習っている子どもはいるのでしょ

うか。

· 学校教育課長　はい、少数ですがいると聞いています。
· 教育長　　　　これを推進して塾とのかかわりが気になりますが、そのあたりの意見は

出ていないのでしょうか。

· 学校教育課長　塾との調整はしておりませんが、塾という位置づけではなく、外国語に

親しむ活動という位置づけで考えています。保護者説明会時にそういう
意見をいただきましたら主旨をしっかり説明したいと考えています。
· 向山委員　　　英語に親しむ機会が増えてくれば、発展的にもっと習いたい、したいと

いうのが増えてくることはいいことです。英語ばかりになると、先に
日本文化を知らなくては、日本を紹介できないと思います。
· 学校教育課長　これについては、今回策定した教育の大綱の中の重点施策の一つで、ふ
るさとを知ったうえで外国語を学ぶ、これは必ずセットのものと考えて

おります。指導者と話した中で、地域の文化を英訳していくとか、そう

いうご提案もありますので、取り入れていきたいと思います。
· 吉田委員　　　生活に根ざしたことを取り入れてもいいですね。
· 向山委員　　　日本文化は質素で謙虚、外国とは大きく違いますから、しっかり小さい

頃から学べばいいと思います。

· 大久保委員　　恥ずかしいという意識が生まれる前にどんどんしていただいて、地域の

文化を英語で教えていただけたら、外国の方も時々いらっしゃるみたい

なので、地域のことを英語でちょっとでも説明できたら楽しいかなあと
思います。
· 吉田委員　　　単に文字だけではなくて、使える英語、実際生活の中でジェスチャーを

交えてでもいいから相手に伝わる、コミュニケーションできるような内

容にしていただけたらと思います。
· 学校教育課長　文法的なものは、学校で学びますのでスピーキングを中心としたクラブ

活動という位置づけで考えていきたいと思います。
· 山本委員　　　このアンケート結果で、場所とか支援員の数だとか、ある程度までは判

断できるのですか。
· 学校教育課長　現在支援員の候補の方は６名です。クラスは１・２年生、３・４年生、

５．６年生の３クラス編成で事業を行いたいと思っています。

○　吉田委員　　　学年のくくりですが、すばらしくしゃべれことができる子どもがいた

としたら、学年に捉われないで、もう一つ上の段階に入ってもいいのではないかと思いますがどうでしょうか。
· 学校教育課長　事業を進めながら内容等を柔軟に対応してまいります。現在は指導者の
　　　　　　　確保が一番大きい問題です。

· 向山委員　　　香川大学の学生や三本松高校の生徒にお願いしたらどうですか。
· 教育長　　　　１回の行事であればできそうだが、週２回となると難しい面もあります。
指導者が毎回変わるのは好ましくないが複数の指導者で、吉田委員さん
の言った能力の優れた子どもでも対応できるような体制になれば理想
だと思っています。
· 向山委員　　　いろんなケースがあっていいと思う。とにかく楽しくやる、そこから入

った方が面白いし効果があると思います。
· 教育長　　　　基本は嫌いにならないようにと思っています。
· 吉田委員　　　最初に参加していて途中から辞めたいとか、入りたいとかいうときは、

どうするつもりですか。

· 学校教育課長　柔軟に対応していきたいと思っています。今回の半年間はモデル事業な

のでそういう問題点が出るというもの目的でもあります。今の問題も含

めて半年間で試してみたいと思います。
· 山本委員　　　保護者に費用について、アンケートを通じてお話はされてないのですか。
· 学校教育課長　今回については、無料で考えています。今後継続して実施していくうえ

では、課題となってきます。半年間実施した後のアンケートでは費用に

ついても入れてみようと思っています。

· 教育長　　　　スタートは１０月ですか。
· 学校教育課長　１０月にスタートします。小学校は陸上記録会があるので、１０月１９

日の週から始めたいと考えております。

· 教育長　　　　具体的な中身、指導者、教材など具体化してきたらイメージもわいてく
ると思いますので、その都度話を聞きながら実践ができればと思ってい

ます。
■日程第７　報告　第３号　平成２７年度１学期学校訪問を終えて
学校教育課の岸本主任指導主事から１学期中に実施した４校の学校訪問について資料を
基に説明。

<質疑>
○　向山委員　　　「評価できる点」で、業務改善を優先して何でも効率化・簡素化を目指すのではなく、ねらいや大切にしたいことを見極め、きめ細かな教育を目指して欲しい。業務改善によっては、恐いこともあります。
○　岸本指導主事　若い教員を主にたててベテラン教員を副において業務を行ったり、切り捨てていくというのではなく、これまでのことを大切にして、また新しいアイディアを入れながらチームでやっていくという報告を受けています。
○　山本委員　　　「評価できる点」で、若年教員は、経験豊かな教員に支えられ、ベテラン教員は若年教員の情熱に刺激を受けながら、教職員が一丸となって日々の教育活動に取り組んでいる様子が見えた。とありますが、これが一番大事なことと思います。

○　吉田委員　　　情報モラルの指導の場のところで、インターネットやライン等のトラブルについて、かなり増えている状況ですか。
○　岸本指導主事　少しずつ増えてきている状況です。なかなか止められない状況です。
○　吉田委員　　　９時以降ダメとか、私は決めてもいいと思うんです。時間制限をしなくてはいけないほど、トラブルは多くないんですかね。
○　岸本指導主事　全県で９時以降使用禁止のパンフレットで周知しています。

○　教育長　　　　強制はちょっとできないし、家庭でのチェックができていないのが一

番問題だと思います。そのあたりはちょっと難しいですが、これから
できたらいいと思います。
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